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ミュージカルによる戯曲の解釈と表現
―『老貴婦人の訪問 Der Besuch der alten Dame』における音楽構造 1）

宮　本　直　美

1．ミュージカルにおける文学作品の翻案

ミュージカルと呼ばれる音楽劇のジャンルはしばしば何らかの原作を翻案して制作され、世界的
に成功したミュージカルである《レ・ミゼラブル》を例に出すまでもなく、その原作が文学作品で
あることも珍しくはない。本稿では、原作が「文学作品」であるミュージカルが、台詞劇としてで
はなく、ミュージカルという商業的音楽劇ジャンルとして舞台化される時、そこで音楽はどのよう
な役割を果たしているかを考察する。ここで「商業的」ジャンルであることを強調するのは、音楽
とドラマの芸術的表現を追求する現代オペラ 2）とは異なり、ミュージカルにおける音楽は、少なか
らず一般的な観客に受けることを前提として作られることを確認するためである。
原作を持つミュージカルの成功例―つまり商業的な興行としてヒットした例―には様々な要
因があるが、音楽劇である以上は、そのドラマにおける音楽が良いという要素も小さくはない。し
かし単に「音楽がいい」と感じさせる要因も様々で、旋律が美しい歌があったり、リプライズが効
果的に使われていたりということがその例として挙げられる。ブロードウェイやロンドンで成功を
収め、世界中で公演されているヒット・ミュージカルは多数あるが、本稿では、世界的ヒットとは
言えないまでもヴィーンと日本で成功を収めた近年の新作として、難解な現代戯曲を基に制作され
たミュージカルである『老貴婦人の訪問』を取り上げる。このプロダクションの特性は、何よりも
原作のテクストの難解さにあり、つまりいかにもミュージカルに適した作品とは言えない原作を、
「現代オペラ」ではなく、敢えて「ミュージカル」に仕立てたという点が数あるミュージカルの中で
も耳目を集める。
原作者フリードリヒ・デュレンマットはスイス演劇を代表する劇作家であり、特に 1955 年作の

『老貴婦人の訪問』は、モーリス・ヴァレンシーによる英訳版とともに世界的に評価されている戯曲
である［Brock, 1976: 60］。さらに 1964 年にはイングリッド・バーグマンとアンソニー・クイン主演
による映画も製作された。その後も演劇および映画の世界では人気レパートリーとなっている3）。そ
して英語版ミュージカル The Visitがシカゴ試演を経て 2015 年にブロードウェイで上演され、その
主演者チタ・リヴェラと、《キャバレー》や《シカゴ》で知られるジョン・カンダーの音楽とで注目
を浴びた。一方、ドイツ語圏でも全く別のミュージカルとして Der Besuch der alten Dameが 2013
年のスイス試演を経て 2014 年にヴィーンで上演され、日本でも上演された 4）。本稿で取り上げるの
は、このヴィーン劇場協会制作によるミュージカルである。このプロダクションにおいて、社会批
判を含むような難解な文学作品はどのように音楽劇化されているのだろうか。
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2．『老貴婦人の訪問』のプロットと翻案

ミュージカル版の分析の前に、まず原作の概略を以下に示しておく。
＊＊＊＊＊

ヨーロッパの架空の町ギュレンは、財政難で瀕死の状態に陥っている。舞台はギュレン駅で始ま
り、市民はクレールという大富豪の帰郷を歓迎する準備をしている。市長をはじめ人々は、彼女か
ら多額の経済的援助を引き出すキーマンとして、かつて彼女の恋人だったイルに期待する。クレー
ルの到着後、2人は思い出の森で和やかに若かった恋を回顧するが、その晩の歓迎会で彼女が市民に
提案したのは莫大な寄付金だった―但し「イルが死ぬ」ことを条件として。昔イルや市民から受
けた仕打ちに対して自分の「正義」を買い戻そうとするクレール。多額の寄付金提示に一瞬狂気乱
舞した市民たちは、この「非人道的な」申し出を決然と拒絶するが、彼女は「待ちます」とだけ言
い、その後はホテルのバルコニーから町の風景を眺める。しかし拒絶したはずの人々はイルが営む
雑貨店でクレジットで買物（象徴的な黄色い靴）をするようになる。人々が買物をするたびにイルは
生命の危険を感じる。ある日クレールのペットの黒 が脱走し（「黒 」は若い頃のイルの呼称）、町中
で黒 狩が始まった。イルはさらに身の危険を感じ、町から逃げようと駅に向かうが、町中の人々
が列車に乗るのを邪魔する。やがてイルの妻子も買物を始める。そして市長やイルの友人たちは市
民による裁判でイルのかつての「罪」（買収して偽証させ、クレールの子を認知せず、彼女を娼婦に陥らせ
たこと）を裁くことを決定する。裁判の前夜イルはクレールと会い、自分の死後の話をする。自分の
運命を市民の裁判に委ねたイルに対し、市民は「金のためではなく正義のために」この町で起こっ
た罪を放置することはできないとして全員一致でイルを有罪とする。その場で人々がイルを囲み、そ
の人垣が解かれるとイルは死んでいる。クレールは市長に金を払い、遺体を棺に入れて町を去る。市
民たちは、町が再び豊かに繁栄することを喜び合唱で歌う。

＊＊＊＊＊
オリジナルの戯曲とは多少変更のある英語版も各地の劇団のレパートリーとなっており、両者と
も一定の評価がなされているが、1964 年の最初の映画に対する評価は一般的に低い。その理由をヘ
イワード・ブロックはキャラクターも場面も大幅に変更してドラマを破壊しているからだと主張す
る［Brock, 1976: 66-67］。現代社会に対する挑戦であったはずの原作は、単なるメロドラマと化し、
特にラストではイルに有罪判決を下した市民たちをクレールが問い直し、名裁きを披露してイルを
生かしておくように言い残して去るという結末に変更されている。この時の映画化が失敗だったと
すればそれは恐らく監督や脚本ゆえであり、映画というメディアならではの翻案版もありえたはず
である。実際、人々が買物の誘惑に負けていく過程や駅でイルを止める恐怖感は映画ならではの大
人数の迫力とカメラワークでそれなりの効果もあったと思われる。
それでは他方、ミュージカルという音楽劇の形では、この原作をどのように再創造しえたのだろ
うか。私はこのジャンルに、ドラマの再現としてのストレート・プレイや映画とはまた異なる機能
と可能性を見出そうと考えるが、その重要な特性は歌と音楽にある。ドラマの背景や舞台装置とし
ての音楽ではなく、ドラマそのものの一部として織り込まれる音楽の役割である。このミュージカ
ル版には、単に物語を歌で綴ったという以上の効果が埋め込まれているという点に注目したい。
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3．ミュージカル版のドラマと音楽の特徴

本ミュージカル作品は、音楽の存在感が大きく、それを示すように通常のようなハイライト盤 CD

ではなく、ライヴ録音盤として全編が収録された CDが発売されている。どのような形で CD化す
るかについては商業的な理由および著作権上の事情もあろうが、本作品の場合はいくつかのナン
バーだけを集めたハイライト版で出すのは難しい。それは個々のナンバーがあまりにもドラマに即
しているためである。本稿の考察はこのヴィーン公演のライヴ盤 CDを元に行う。
その音楽は全編を通して細部に至るまで効果的な工夫がなされているが、ここでは特に重要な 2
つの論点に絞って音楽構造を見てみたい。一つは「感情表現場面の追加」で、もう一つは原作戯曲
の「解説」というポイントである。

『老貴婦人の訪問』：場面対応表および音楽モチーフ
戯曲 ミュージカル
場面 内容／キーワード 場面 内容／キーワード ナンバー／

音楽モチーフ
ギュレン駅

A

瀕死の町、歓迎準備、急行
列車でクレール登場、再会、
「山猫ちゃん」「黒 」、義足、
棺、去勢された盲人 2人、夫
7号、執事、檻の中の黒

ギュレン駅 瀕死の町、歓迎準備、ヘリコ
プターでクレール登場、再
会、従者 2人のみ、檻の中の
黒

「輝かしい栄光」

①正義のモチーフ
②死のモチーフ
③訪問のモチーフ

コンラーツヴァ
イルの森
B

クレールとイルの昔話、町
への援助、義手

コンラーツヴァ
イルの森

クレールとイルの昔話、「山
猫ちゃん」「黒 」、かつての
2人、町への援助

「愛は今も」

④クレールのモチーフ
ホテル「黄金の
使徒」

C

体操選手、マチルデ紹介、夫
7号 8号との離婚と結婚、市
長演説、莫大な寄付と「正
義を買う」、執事と盲人の告
白（かつての裁判官と証人）
による裁判の真相告白、市
長による寄付の拒否と市民
の拍手

ホテル「黄金の
使徒」

クレール登場前の客の噂話
（クレールの過去）、マチルデ
紹介、市長演説、莫大な寄付
と「正義を買う」、市長が寄
付を拒否

「彼女は型破り」

④クレールのモチーフ
市民の怒りと動揺 「とんでもない！」

⑤恐れのモチーフ
D イル商店 マチルデの励まし 「愛こそ砦」

E
電話 市長、警官、牧師、教師の思

惑
「ダメだ 忘れろ」
⑤恐れのモチーフ

イル商店
（第 2幕）
F

人々の買物、新しい黄色の
靴

イル商店 人々の買物 「贅沢しても」

並行してホテル

G

義手義足装着、夫 7号 8号、
最初の夫の話

ホテルのクレー
ルの部屋

イルと昔の裁判の真相、裏切
りと追放、結婚、正義

「正義」

①正義のモチーフ
警察署

H

イルが助けを求める、逃げ
た黒 、銃、金歯

警察署 イルが助けを求める、親友、
逃げた黒 、銃、新しい制服

「真の友達」
「奴を狩れ」
⑤恐れのモチーフ
④クレールのモチーフ

市役所

I

イルが助けを求める、銃、タ
バコ、ネクタイ、靴、新庁
舎設計図

市役所 イルが助けを求める、銃、新
庁舎設計図

「奴を狩れ」

⑤恐れのモチーフ
教会

J

イルが助けを求める、銃、2
つ目の鐘、牧師が逃げるよ
う勧める、銃声 2発

教会 イルが助けを求める、銃、2
つ目の鐘、牧師が逃げるよう
勧める、銃声 2発

「奴を狩れ」
「怒りの日」
⑤恐れのモチーフ
④クレールのモチーフ
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（1）空白を埋める：感情表現場面の「追加」と音楽的効果
本作品の原作は登場人物の感情描写をほとんど含まないことを大きな特徴としているが、それに
対して、映画と同様にミュージカル版では登場人物の感情を音楽で表現しようとする意図が明確に
見られる。原作にはない場面を追加して「感情」を描いているのは、以下の箇所である。
・寄付の条件がイルの死だと提案された後→人々の恐れ、葛藤（表の場面 C）

・落ち込むイルを妻が慰める（場面 D）

・クレールの条件を市長・警察・牧師・教師の 4人の葛藤（場面 E）

・警官との友情（場面 H）

・過去の恋心と正義の間のクレールの葛藤（場面 L）

イル商店前

K

葬送の讃美歌、クレールと
イルの会話

ホテル前 黒 の葬送、讃美歌 「安らかに眠れ」
④クレールのモチーフ
②死のモチーフ

L

森 クレールとイルの会話、かつ
ての恋人たち

「愛の嵐」

④クレールのモチーフ
①正義のモチーフ

駅

M

イルが町を去ろうとする、
市民が邪魔をする

駅
（第 2幕）

イルが町を去ろうとする、市
民が邪魔をする

「良い旅を」
⑤恐れのモチーフ
④クレールのモチーフ

納屋
（第 3幕）

N

医者と教師がクレールを訪
問、 工 場 再 建 の 提 案、
「ヒューマニズム」「世界は
私を娼婦にした、今度は私
が世界を娼館に」

ホテルのクレー
ルの部屋

市長と教師がクレールを訪
問、工場再建の提案、「ヒュー
マニズム」「世界は私を娼婦
にした、今度は私が世界を娼
婦に」

「世界は私のもの」

イル商店

O

マチルデと肉屋、新聞記者
の取材、教師の正論と逃避

イル商店 マチルデと肉屋、教師の正論
と逃避、マスメディアの取材

「悪が勝つだろう」
「モラルの殿堂」
⑤恐れのモチーフ
③訪問のモチーフ

商店前
P

イルと教師、ヒューマニズ
ムの無力

店の外 イルと教師、ヒューマニズム
の無力

「悪が勝つだろう」
（リプライズ）

イル商店

Q

娘はテニス、息子は車、妻
は毛皮のコート、市長訪問
と自殺の勧め、イルの拒絶

イル商店 娘はテニス、息子は車、妻は
毛皮のコート、市長と警官の
訪問と自殺の勧め、イルの拒
絶

「もう恐れない」

①正義のモチーフ
R イル商店 イルのマチルデへの告白、金

のための結婚
「あなたのために泣く」

ドライブ
S

家族とドライブ

コンラーツヴァ
イルの森
T

クレールの森、赤ん坊の話、
遺体をカプリ島に連れてい
く約束、別れ

コンラーツヴァ
イルの森

クレールの森、赤ん坊の話、
愛を確かめ合う、別れ

「愛は永遠に」

①正義のモチーフ
ホテルでの市民
集会

U

市民「金ではなく正義」、満
場一致の判決、死、棺で運
ぶ、小切手

ホテルでの市民
集会

市民「金ではなく正義」、満
場一致の判決、死、小切手、
「人殺し！」、かつての恋人た
ち、棺

「正義の名において」
③訪問のモチーフ
④クレールのモチーフ
②死のモチーフ

フィナーレ

V

合唱で町の繁栄を歌う フィナーレ 町の繁栄の合唱、クレールが
ヘリコプターで去る

「輝かしい栄光」
③訪問のモチーフ
①正義のモチーフ

※戯曲の斜字体はミュージカルにはない要素、ミュージカルの斜字体は戯曲にはない要素
※網掛け部分は戯曲・ミュージカルそれぞれに特有の場面
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・金のための結婚だったと告白された妻の嘆き（場面 R）

・現在の二人の愛情（場面 T）

・イルの死後、クレールの怒りと嘆き（場面 U）

これらの追加場面のうち、原作解釈の点でも特に重要な場面について、その音楽構造を見てみよう。
特徴的なのは、いくつかの となる音楽モチーフが様々な場面の中で使用されることによって、そ
の場のドラマを語っていることである。

例 1：クレールの心情・意図を暗示するモチーフの使用
モチーフ④：クレールのモチーフ 5）

この旋律はクレールの思いや意図が絡んでいると思われる場面で使用される短調の美しいメロ
ディである。初出の森の場面で（場面 B）、再会した 2人は若い時代を回顧するが、舞台には現在の
イルとクレールの他に過去の 2人が登場し、過去の甘い恋が四重唱で歌われる。4人が同じ旋律を歌
うことによって過去の記憶を現在化しているのである。台詞劇においてもこのように現在と過去の
人物を同時に登場させることはあるが、彼らが一つの音楽を和することにより、再会した 2人が若
い頃と変わらぬ感情を取り戻す一瞬を表現することができる。そしてこの「クレールのモチーフ」
は、また別の音楽の中に織り込まれることにより、物語の中で生じた事態が彼女の手によるもので
はないものの、その意図に沿ったものであることを暗示する。例えば、ギュレン市民が逃げた黒
を追う場面（場面 H, I, J）でも、音楽の背後にこのモチーフが流れており、イルを狩るかのように錯
覚させる黒 狩が彼女の仕組んだものであるような暗示を与えている 6）。それは河原が原作の戯曲
について述べているように、「出来事のレールを敷く」のみで、「騒動には一切介入しない」［河原、
1972: 3］クレールの役割を、決して主旋律としてではなく、他の楽曲に織り込まれるような形の音
楽で示唆しているのである。

例 2：群衆の不安と恐れを示すモチーフの使用
モチーフ⑤：恐れのモチーフ

クレールがギュレンへの寄付金として「20 億ユーロ」と言い切った瞬間に器楽による「恐れのモ
チーフ」が流れ始める（場面 C）。予期せぬ大金の申し出に狂喜する市民の背後に忍び寄るようにこ
のモチーフが繰り返され、続けてクレールは寄付の条件を付け加えるのだが、そこに上記クレール
のテーマが挿入されている。この申し出がクレールの意図であることがこのモチーフによっても表
現されるわけである。そして条件として「イルの死」を提示する歌唱部分は、音楽的には調性音楽
（ロ短調）の主和音に到達する前のドミナント和音を長引かせるという和音進行で緊張感を誇張する。
原作の戯曲では一連のクレールの台詞に特に強調要素はなく、淡々と述べられるのに対して、ここ
では音楽の緊張感によって市民、そして観客が息を飲むような劇的な瞬間が用意される。
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その後、市長がこの非人道的申し出をきっぱり断り、クレールが「待ちます Ich kann warten」7）と
だけ言って去るのは原作通りだが、ここで終わるはずの場面に続けて、ミュージカル版にはその場
に残された市民たちの心情が付け加えられている。その市民たちの心境を音楽が表現する。それは
「恐れのモチーフ」のみで構成される。この 4音－休符－ 4音－休符のモチーフは音楽的には歌とい
うより器楽的な音型である。それに乗って「Ungeheuerlich!（とんでもない！）」という怒りが口々に
囁かれ、叫ばれることになるが、このモチーフ 8回を単位として徐々に音量や編成を大きくしなが
ら 4回繰り返す。つまり合計 32 回ひたすらこのモチーフを繰り返すことによって、言葉では否定し
ていても大金の誘惑の種が撒かれ、それが人々の心を支配してゆく様子が表現される。拒絶しても
止められない段階に入ったことを、このモチーフの執拗な反復と増幅が示すのである。重要なのは
歌詞にではなく、音型の反復という音響的な効果がそれを表現しているということである。こうし
た誘惑への恐れという集団心理は原作の戯曲には直接描かれていない。原作では、この申し出の次
の場面ですでに人々が買物を始めてしまっているという事実が示される。ミュージカル版で、人々
が買物を始める前にこうした心情を描く場面を追加していることは、原作のプロットに沿いつつ、解
説を挿入し、その感情を音楽で表現していると言ってよいだろう。しかしそれは単に分かりやすく
伝えるための原作の行間を埋めるにとどまるものではない。スリリングな音楽で集団の感情を表現
することによって、舞台上ではイルの恐怖感を表現し、しかし同時に追い詰める集団の中にも関与
するかもしれないという恐怖感によって観客を巻き込む可能性をもたらしてもいる。

（2）音楽による原作の「解説」：「正義」の音楽的モチーフの使用法 

そして本ミュージカルにおいて特に注目に値するのは、音楽による「正義」の解釈である 8）。こ
れは感情表現の追加という機能とは異なり、原作における中心的概念を作曲家側がどのように解釈
し、解説しているかを示している部分でもある。正義に関わる音楽として使用されるモチーフは 2
つあるが、クレール側の正義に関わるものを「正義のモチーフ」とし、ギュレン市民の正義に関わ
るものを「訪問のモチーフ」と名付けて区別した。両モチーフは冒頭と 1幕の終わり、2幕のラスト
を縁取る重要な音楽的要素である。

例 3　ドラマの枠組となる「正義」に関わるモチーフ
モチーフ①：正義のモチーフ

モチーフ②：死のモチーフ
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モチーフ③：訪問のモチーフ

まず幕開きはクレールの正義のモチーフが器楽で高らかなファンファーレで始まる。そのモチー
フの直後にギュレン市民たちが「死のモチーフ」によって瀕死の財政難にある町の現状を静かに歌
う。高らかなファンファーレとは極端に対照的なコラール風のこの楽曲はここで町の死を暗示する
ように使用される。そうかと思えばすぐに大富豪の歓迎に勤しむ場面が「訪問のモチーフ」で描か
れる。レクイエムのような音楽から一転してこの陽気でのん気な音楽が一続きに歌われることに
よって、ギュレン市民の調子の良さ、変わり身の早さ、現金さが提示されている。市民の合唱によっ
て歌われるこの旋律は、市民にとって老貴婦人の訪問が何であったかを語る音楽であり、2幕のクラ
イマックスはこのメロディで市民側の「正義」が歌われるのである。幕開き（場面 A）はこの 3つの
モチーフの音楽によって、急－緩－急、あるいは陽－暗－陽という転換で目まぐるしく始まるが、ま
だイルもクレールも登場しない段階でこの変化を音楽で提示することにより、ギュレン市民の集団
的な本質が前面に押し出される。

例 4　クレール側の「正義」の主張
冒頭のモチーフ①を「クレールの正義」だと筆者が考えるのは、クレールが自分への仕打ちに対
して正義を主張するナンバーにおいて、このモチーフをフルバージョンで歌うからである（場面 G）。
この旋律に正義の歌詞が乗り、それがクレールのソロによって訴えるように歌われることで、この
ナンバーとモチーフが全編のテーマ曲のような役割を果たしている。このモチーフは後に何度も
様々なナンバーに織り込まれて登場するのだが、その使われ方からは、クレールの正義が単に復讐
を唱えるだけの表層的なものではなく、より深く複雑に彼女の深層に根差した思いであることが分
かる。たとえばそれは 1幕の終わりの場面に見られる。

例 5　クレールの正義と愛情の交錯
黒 狩が一段落した 1幕の終わりでは、2人は再び森で会い、過去の 2人も登場して回想する（場

面 L）。過去と現在の思いが交錯するのは場面 Bの森の場面と同様に「クレールのモチーフ」で進め
られる。イルが許しを請い、クレールは過去と現在の思いが相まって、その復讐心を揺るがすかの
ように見える。が、その迷いを打ち消すようにクレールは「niemals!」（決して許さない）と吐き捨
て、そこで冒頭同様、高らかに正義のモチーフが器楽で流れる。それはクレールが揺れる愛情より
も正義を選択したことのオーケストラによるナレーションでもある。クレールのモチーフは正義の
モチーフへと打って変わり、イルに背を向けたクレールの思いを、オーケストラが雄弁に語ってい
るのである。

例 6　裁判前夜：クレールとイルの「正義」の共有
その後、イルが自分の運命やクレールの思いを受け止め、裁判前夜にクレールと愛情を確かめる
という場面は、原作よりもロマンチックな色彩を帯びている（場面 T）。2人の思いを確かめる場面は
再び森となっているが、過去 2回とは異なり、ここでは若い頃の 2人が登場せず、音楽もクレール
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のモチーフによるナンバーではなく、新規の二重唱である。同じ音楽を 3度繰り返すことを回避す
るのは美学的な理由にもよるだろうが、この場面では過去ではなく現在の 2人の感情に重きが置か
れているということとも関わっていよう。しかし新規に思われるそのナンバー（「愛は永遠に」）の甘
い旋律には、実は「正義のモチーフ」①が織り込まれている。このことは、クレールの正義がイル
への愛情と結びついていることを暗示している。そしてそのクレールの正義の旋律をイルが歌うの
である。この正義のモチーフを歌うのは全編を通してこの 2人だけであり、それをデュエットする
ことによってクレールの正義をイルも共有したということが表現される。台詞や歌詞の上では、2
人が愛を確かめた場面のように思えるが、その歌詞が乗っている旋律からは、クレール側の正義の
問題が不可分に存在していることが分かる。

例 7　裁判における市民の「正義」の欺瞞
市民裁判の場面（場面 U）は、「訪問のモチーフ」③で始まり、ここでの合唱の歌詞は「正義の名

において」を繰り返す。冒頭でクレールの大金目当てに「老貴婦人が来る」と歌っていたその「訪
問」の旋律に今度は「正義」の歌詞が乗るわけで、このモチーフ流用によって、市民たちの正義の
欺瞞が同時に表現される。「金のためではなく正義のために」、イルの家族も含めた全会一致でイル
の処刑を決定するのである。

例 8　終幕：町の再生とクレールの正義の勝利
そしてイルの死後（場面 V）、大金が市長に渡ってから、冒頭では町の死を歌った「死のモチーフ」
②でイルを弔うが、その旋律はすぐに「訪問のモチーフ」③に変わり、市民が冒頭で期待した通り、
大金が手に入る勝利の合唱となる。これは原作のラストにある町の再生と繁栄を祝う合唱に相当す
るが、ミュージカルでは更にその後、再びクレールの「正義のモチーフ」①が器楽ファンファーレ
のように鳴り響くことによって、最終的にはクレールの正義が勝利したという物語が伝えられてい
る。
2つのモチーフの使い分けによって、歌詞の上では「正義」が歌われていてもその旋律は金目当て
だった市民の姿を想起させ、その偽善ぶりが同時に示されるのである。一方のクレールの正義はイ
ルへの愛情と不可分であることも音楽によって示唆される。この音楽的手法は、原作において作者
が正義の概念の多様性を意図していたことから外れた解釈ではないだろう。

4．考察

（1）原作の精神とミュージカル翻案の問題
他にも音楽がドラマ的な効果をあげている箇所は多々あるのだが、以上のようにプロット上特に
重要な例だけでも、ミュージカル版が原作に「感情」場面を追加することによって観客に分かりや
すいドラマにし、「正義」の多義性や欺瞞を音楽で解説しているという点では、難解な戯曲をそれな
りにうまく音楽劇として作り直していると見なすことができる。感情場面を追加することによって、
物語はメロドラマ的に仕上がってはいるが、少なくとも、1964 年版の映画のようにプロットを大幅
に変更するようなことはなく、原作の筋を歪めているようには見えない 9）。
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戯曲を映像で再現する映画とは異なり、ミュージカルは歌によってドラマを綴るジャンルのため、
音楽の役割が前面に出てくる。ドラマ進行は必然的に冗長にならざるを得ないが、その代わりに音
楽が本領とするのは、ドラマ性の増強と並んで感情の表現である 10）。本プロダクションでも、音楽
は登場人物の心境を雄弁に語っており、そのために観客は彼らの経験を疑似体験することができる
のである。言い換えれば、音楽によって一層感情移入しやすい舞台作品になっているということで
ある。
しかしながら、デュレンマットの演劇論と照らし合わせてみると、まさにこの点に問題が生じる。
彼の作品を分析する として「グロテスク」という概念がしばしば取り上げられるが［増本、2003: 
10］、原作にあったはずのグロテスクな要素がミュージカル版ではそぎ落とされていた。それは 1964
年の映画版でも同様なのだが、クレールの手足が義足義手であること、夫 7号 8号を連れているこ
と、かつて偽証した 2人を去勢して従者として連れていること、といったグロテスクな要素は一切
出てこない。しかしこの種の不気味さ、奇妙さはデュレンマットの作品にとって本質的なグロテス
クではない。増本が強調しているように、彼のグロテスクとは、中世のカーニバル的な笑いとして
の喜劇によって対象から距離を置かせるという（笑いは対象と一体化しない）、バフチン的な意味での
グロテスクである。つまり、観客に距離感を持たせるための、異化作用としてのグロテスクである11）。
デュレンマットは観客に「感情移入」させずに距離を置き、すべてのものを相対化して観る戯曲を
企図していたのである 12）。ということは、彼の作品のミュージカルにおいて、音楽を使って感情移
入しやすい形に変形することは、プロットを変更しなくてもそれ自体で作品の精神を歪めている可
能性があるかもしれない。ミュージカル化するとはそういうものだと興行面から割り切ることもで
きようが、本プロダクションは、原作者に対する敬意を持ってできる限りの工夫をしていることが
確認できる。
しかしデュレンマットの「距離を置くための」喜劇要素や反感情移入の内容を見てみると、それ
は登場人物に向けられたものではないことが分かる。増本によれば、彼の喜劇は「人物に対する滑
稽さではなく、ストーリーが滑稽」であるようなものであり、登場人物自身はむしろ悲劇的である
ことが少なくない［増本、2003: 50］。イルの死は「有意義であると同時に無意味」で滑稽になりう
るのである［増本、2003: 74］。小島もまた、デュレンマットの異化作用はブレヒトのそれとは異な
り、プロットに織り込まれているものであり、演出や演じ方に求められるものではないと述べてい
る［小島、1973: 34; 増本、2003: 52-53］。その点でミュージカル版を見直してみると、確かに登場人
物の心情を描く場面は追加され、音楽的にもたっぷりと描かれてはいるが、プロットに変更はなく、
何よりも市民の集団行動と集団心理は合唱によって前面に出されている。市民の正義の欺瞞、あか
らさまな態度変更などは、まさに観客に距離感をもたらすし、自分の正義と称して大金と引き換え
に昔の恋人の命を要求するというクレールの筋書きにも共感などできないだろう。こうして見ると
ミュージカル版は、キャラクターの感情移入要素を盛り込んでも、デュレンマットの喜劇の要とも
言えるプロットのグロテスクさは維持した形になっていると考えられる。ブロックは、ヴァレンシー
による英訳版がすでにロマンチックで共感できるものになっており、ラストの合唱が省かれている
ことを問題としながらも、一つの翻案として評価しているが、それは原作の精神を破壊していない
ためである。同様に、このミュージカル版も原作の精神を破壊してはいないだろう。
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（2）音楽の問題
一方で音楽はどうだろうか。実はこの音楽はファンからは絶賛されていても、一部の批評家から
はネガティヴな評価を受けている 13）。確かに、本ミュージカルの音楽は、非常に聴きやすい。その
理由は徹底した調性音楽であることと、豪華なオーケストレーションとロックの組み合わせがメリ
ハリを持ち（20 億の条件を発表する箇所など）、ナンバーの区切りが非常にはっきりしていることにあ
る。ナンバーの後に観客からの拍手喝采が入ることがその証左である。これがまさに大衆受けをす
る要因の一つとなっているのだが、それはドラマ進行を完全に止めてしまう。それ自体はオペラ誕
生時からの音楽劇の特徴ではあるが、ロック調のナンバーでこれが起こると、一場面一場面が音楽
ライヴのような様相を呈することにもなる。『老貴婦人の訪問』は、本来難解で反感情移入志向の現
代演劇であるにも関わらず、高揚感と陶酔感を誘発する典型的な商業音楽で音楽劇化した試みなの
である。
それと比べてブロードウェイ版は、歌ってはいても「台詞劇」の性格に近い。冒頭旋律の調性の
曖昧さ、続く調子外れのようなワルツはどこかキッチュなお伽噺のような雰囲気を作り、現実感を
宙づりにする。感情の起伏やドラマチックな盛り上がりは抑制され、脚本に音楽も寄り添っている
ようではある 14）。しかしそれでもイル（シル）とクレールの場面では甘いロマンチックな歌が配置さ
れており、むしろイルの心情を歌うナンバーが多く、イルを主役に置くような構造になっている。
『老貴婦人の訪問』の演出の傾向は、河原によればイルという個人を主役に置く方法から群衆に焦点
を合わせる方にシフトしているが 15）、その意味でもヴィーン版ミュージカルの方は、群衆に力点を
置いたプロダクションとなっている。
ドラマとしてのミュージカルを音楽面から考察しているマクミランは、今後のミュージカルのあ
り方として、商業的な保守主義に近いものと、収益性よりも政治性を追求する試みとの 2つになる
だろうと述べている［McMillin, 2006=2015:227］。確かに昨今は、独立したポピュラー音楽を並べる
だけの音楽ビデオのようなミュージカルも少なくないが、商業的な音楽ジャンルを高度な技法で構
築し、ドラマ化した本ミュージカルは、保守主義かラディカルかに分類しえない型として、今後の
創作につながるヒントを有しているのではないだろうか。

注
１）本稿は 2017 年 6 月 4 日の日本演劇学会（於：慶應義塾大学日吉キャンパス）での発表原稿を加筆・修
正したものである。
２）「オペラ」というジャンルはしばしば芸術ジャンルとしてひとまとめにされるが、特に音楽とドラマの
芸術志向性が強く意識されるようになったのは 19 世紀半ばのヴェルディ、ヴァーグナー以降である。そ
れ以前のオペラは高尚なものから大衆的なものまであり、19 世紀までのオペラはむしろ商業的な人気を前
提とした興行であった。その意味で当時のオペラは現在のミュージカルが占める位置と似たところにある
が、そうした商業性やポピュラリティから意識的に離れ、芸術性を追求したオペラをここではさしあたり
「現代オペラ」としておく。
３）この世界的スターによる映画化の前にドイツ語版の映画もあり、その後世界各国で映画化、テレビドラ
マ化されている。1971 年にはゴットフリート・フォン・アイネムの音楽でオペラ化もされた。
４）音楽はモーリッツ・シュナイダーおよびマイケル・リード、歌詞はヴォルフガング・ホーファー、脚本
はクリスティアン・シュトゥルペックによる。
５）モチーフ番号は楽曲の登場順。モチーフ名は筆者が付した。
６）黒 狩を恐れてイルが教会に助けを求める場面（J）では、イルが精神的にさらに追い詰められる様子
を表すために「怒りの日」が織り込まれる。これはもともとグレゴリオ聖歌の「レクイエム」（死者のた
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めのミサ曲）を構成する楽曲の一つであり、ヨーロッパでは何度も音楽的素材として使われてきた。この
旋律は即座に「死」を意味する記号のような役割を果たすのである。
７）原作では Ich warte. という最小限の台詞になっているが、ミュージカル版では歌わずに語る台詞ではあ
るものの Ich kann warten.と変更されている。
８）この戯曲において「正義」は様々な意味を持つ概念として何度も出現する［小島、1972: 32］。河原はこ
の戯曲のキーワードは「正義」だと述べている［河原、2003: 7］。

９）2015 年の日本語版上演のプログラムにおいて、ヴィーン劇場協会ミュージカル部門監督のクリスティア
ン・シュトルペックは、ミュージカルの「作詞・作曲にあたっては、意図してデュレンマットの物語のあ
らゆる側面をなぞることに専念」したと述べている。
10）2015 年の日本語版のプログラムにおいて、シュトルペックも「強い情動を観客が感じ取れるようにする
のが音楽の役割」であると述べている。
11）増本は従来のデュレンマット研究が「グロテスク」を繰り返し取り上げてきたものの、大半はカイザー
のグロテスク論を参照してきたと批判する。彼女によれば、デュレンマットに見られるグロテスクとは、
恐怖や奇異と結びつくようなものではなく、距離を持たせるものだという［増本、2003: 10-12］。そして
デュレンマットは「距離を持たせる」ことができるのは、現代社会においては悲劇ではなく喜劇であると
考える。というのも、悲劇とは「同一化の演劇」であり、一体化した共同体を前提とするものであるのに
対して、現代ではその共同体がもはや成立しない社会であると考えたからである。非同一化の演劇である
喜劇こそが現代社会に成立しうる演劇形態なのである［増本、2003: 23, 46, 50］。アダムスも同様に、デュ
レンマットの喜劇観は現代社会の複雑性を認識するために距離を生むことを企図したものであると述べ
ている［Adams, 2014: 316］。

12）荒木によれば、現代演劇はブレヒトの演劇改革以来、聴衆に感情移入をさせない異化作用を導入してい
るが、デュレンマットもまた観客に距離を置くことを要求している［荒木、2003: 50］。
13）そもそもミュージカルの音楽が「専門家」に評価されることはそれほど一般的とは言えない。ミュージ
カルというジャンル自体が音楽的には「軽い」ものと見なされる傾向があり、世界的なヒット作を量産し
ているアンドリュー・ロイド＝ウェバーですら一流の作曲家として評価が定まっているわけではない。ロ
イド＝ウェバーの評価についてはチャンドラーを参照［Chandler, 2009］。
14）本プロダクションの音楽的なおもしろみは、たとえば去勢された従者役が常にファルセットのユニゾン
で歌うことにある。2人が声を揃えて発言するのは原作の戯曲通りであるが、ミュージカルでは去勢を声
で表現しているのである。
15）イルを主役として見なす立場はデュレンマットの演劇論と矛盾することになる［河原、2003: 4-5］。シュ
ナイダーもまた、本原作の「集団の罪」に注目している［Schneider, 2017］。
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